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私
の
出
会
っ
た
宗
教
的
体
験
を
考
え
る

三
　
原
　
正
　
資

　
『
法
華
経
』（
安
楽
行
品
第
十
四
）
に
「
好
夢
」
を
語
る
私
の
好
き
な
一
節
が
あ
る
。
修
行
者
が
夢
の
中
で
国
王
と
な
り
、
菩
提
樹
の
も

と
で
悟
り
を
開
き
、
教
え
を
説
い
て
涅
槃
に
入
る
と
い
う
贅
沢
な
夢
で
あ
る
。
こ
の
一
節
か
ら
、
当
時
の
人
々
の
ブ
ッ
ダ
（
シ
ッ
ダ
ー
ル

タ
）
へ
の
熱
い
憧
憬
の
念
を
う
か
が
え
る
。
現
代
日
本
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
家
族
を
失
っ
た
多
く
の
人
た
ち
が
、
夢
の
中
で
よ
い
か

ら
肉
親
と
再
会
し
た
い
と
願
っ
た
と
い
う
。

　

私
の
出
会
っ
た
宗
教
的
体
験
は
夢
の
中
で
は
な
く
、
昨
年
（
二
〇
二
二
）
五
月
、
自
坊
の
法
要
の
最
中
に
、
ブ
ッ
ダ
が
「
わ
た
し
は
こ

こ
に
い
る
」
と
私
に
語
り
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
声
は
、「
わ
れ
仏
を
得
て
よ
り
こ
の
か
た
（
略
）
無
量
百
千
万
億
載
阿
僧
祇
な
り
」

と
読
誦
す
る
私
に
応
え
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
宗
教
体
験
だ
っ
た
。

　
『
法
華
経
』（
譬
喩
品
第
三
）
に
は
、
ブ
ッ
ダ
の
説
法
を
聞
い
た
弟
子
が
「
将
非
魔
作
仏　

悩
乱
我
心
耶
」
と
訝い
ぶ
か

っ
た
と
あ
る
が
、
ブ

ッ
ダ
の
声
に
接
し
た
私
は
「
我
時
語
衆
生　

常
在
此
不
滅
」（
如
来
寿
量
品
第
十
六
）
の
偈
頌
を
思
い
浮
か
べ
、
歓
喜
の
思
い
に
浸
っ
た

の
で
あ
っ
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
体
験
に
つ
い
て
、
最さ
い

相し
ょ
う

葉は

月づ
き

（
作
家
）
は
、
神
の
声
を
聞
い
た
牧
師
の
体
験
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
「
あ
な
た
は
そ
れ
で
も
私
に
つ
い
て
く
る
か
。
私
を
信
じ
る
か
」
と
い
う
声
を
き
い
た
ん
で
す
。
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�

／
あ
る
日
、
聞
こ
え
て
き
た
ん
で
す
。「
私
は
あ
な
た
を
愛
し
て
い
る
。（
略
）
あ
な
た
は
今
い
る
と
こ
ろ
で
最
善
を
尽
く
し
な
さ

い
」（
二
〇
二
二　
『
証
し
─
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
』　

角
川
書
店　

四
十
三
頁　

四
二
一
頁
）

　

と
こ
ろ
で
、
大
本
教
の
教
祖
で
あ
る
出
口
な
お
（
一
八
三
六
─
一
九
一
八
）
の
「
神
が
か
り
」（
憑
依
）
は
狂
気
と
考
え
ら
れ
た
（
安

丸
良
夫　

二
〇
一
三　
『
出
口
な
お
』　

岩
波
現
代
文
庫　

八
三
頁　

初
版
一
九
七
七
）
よ
う
に
、
現
代
で
は
、
こ
の
よ
う
な
超
越
者
の
声

を
聞
く
体
験
は
、
一
般
的
に
は
精
神
疾
患
と
見
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　

�「
神
や
悪
魔
な
ど
の
超
越
者
か
ら
の
声
が
聞
こ
え
る
症
状
、
そ
れ
は
基
本
的
に
う
つ
病
で
認
め
ら
れ
な
い
も
の
だ
。
そ
れ
が
生
じ
る

典
型
的
な
精
神
疾
患
は
…
…
」「
統
合
失
調
症
」（
知ち

念ね
ん

実み

希き

人と

（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
卒　

日
本
内
科
学
会
認
定
医
）　

二
〇
二

二　
『
十
字
架
の
カ
ル
テ
』　

文
春
文
庫　

七
十
二
頁
）

　

な
ぜ
、
宗
教
的
体
験
は
精
神
疾
患
の
症
状
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　

そ
の
主
な
原
因
は
、
近
代
合
理
主
義
思
想
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
仏
教
な
ど
の
「
救
済
宗
教
」
に
対
す
る
宗
教
批
判
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
島
薗
進
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
宗
教
学
者
）
は
救
済
宗
教
批
判
の
論
点
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

救
済
宗
教
の
何
が
批
判
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、「
真
実
に
反
す
る
こ
と
を
求
め
る
」
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

全
知
全
能
の
神
の
存
在
、
死
後
の
い
の
ち
の
存
在
・
復
活
・
生
ま
れ
変
わ
り
、
苦
を
完
全
に
脱
す
る
境
地
、
教
祖
の
神
聖
性
・
超
人

性
、
そ
れ
ら
を
真
理
と
し
て
提
示
す
る
聖
典
の
完
全
性
な
ど
は
、
知
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
を
真
実
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
へ
の
批
判
で
す
。（
二
〇
二
三　
『
な
ぜ
「
救
い
」
を
求
め
る
の
か
』　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版　

一
五

六
頁
）

　

私
の
出
会
っ
た
宗
教
的
体
験
も
法
華
経
を
典
拠
と
し
た
日
蓮
聖
人
の
宗
教
か
ら
生
ま
れ
た
、「
知
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

霊
的
体
験
と
し
て
、
こ
の
批
判
の
範
疇
に
あ
る
。

　

さ
て
、
二
〇
〇
九
年
末
か
ら
二
〇
二
一
年
ま
で
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
に
勤
務
し
て
い
た
私
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
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本
大
震
災
に
遭
遇
し
た
（
詳
細
は
拙
著
、
二
〇
一
二　
『
宮
沢
賢
治
の
宇
宙
─
３
・
11
を
超
え
て
─
』　

日
蓮
宗
新
聞
社
）。
し
ば
ら
く
す

る
と
、
津
波
に
よ
っ
て
多
く
の
死
者
を
出
す
と
い
う
過
酷
な
経
験
を
し
た
被
災
地
の
幽
霊
現
象
、
霊
的
体
験
が
注
目
さ
れ
、
近
代
思
想
に

よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
「
死
後
の
い
の
ち
の
存
在
」（
島
薗
進　

二
〇
二
三
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
以
下
の
よ
う
な
本
が
出
版
さ
れ
た
。

　
　

�

東
北
学
院
大
学
震
災
の
記
録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
金
菱
清
〔
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〕
編　

二
〇
一
六　
『
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
霊
性
の
震
災
学　

三
・
一
一
生
と
死
の
は
ざ
ま
で
』　

新
曜
社　

　
　

奥
野
修
司　

二
〇
一
七　
『
魂
で
も
い
い
か
ら
そ
ば
に
い
て
─
３
・
11
の
霊
体
験
を
聞
く
』
新
潮
社

　
　

河
原
正
典　

二
〇
二
〇　
『「
お
迎
え
」
体
験
』　

宝
島
社
新
書

　
　

金
田
諦
應　

二
〇
二
一　
『
東
日
本
大
震
災　

３
・
11
生
と
死
の
は
ざ
ま
で
』　

春
秋
社

　
　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
イ
ド
・
バ
リ
ー　

二
〇
二
一　
『
津
波
の
霊
た
ち
』　

ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫

　
　

奥
野
修
司　

二
〇
二
一　
『
死
者
の
告
白　

30
人
に
憑
依
さ
れ
た
女
性
の
記
録
』　

講
談
社

　
　

高
橋　

原は
ら　

堀
江
宗の
り

正ち
か　

二
〇
二
一　
『
死
者
の
力　

津
波
被
災
地
「
霊
的
体
験
」
の
死
生
学
』　

岩
波
書
店

　

宗
教
批
判
の
中
で
も
、「
死
後
の
い
の
ち
の
存
在
」
を
疑
問
視
す
る
現
代
に
お
い
て
、「
霊
が
出
た
と
い
う
噂
を
聞
い
て
、
人
々
が
亡
き

人
を
探
し
に
来
る
」（
高
原　

堀
江　

二
〇
二
一　

一
一
二
頁
）
と
い
う
事
態
が
起
こ
る
中
で
、
様
々
な
分
野
の
人
々
が
被
災
地
の
霊
的

体
験
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。

　
　

�

私
た
ち
は
ま
さ
に
い
ま
、
霊
魂
観
を
改
め
る
と
こ
ろ
に
立
た
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
日
本
大
震
災
を
通
し
て
、
霊

魂
に
対
す
る
知
見
を
ど
の
よ
う
に
広
め
、
受
容
し
、
次
に
活
か
す
か
、
そ
れ
を
す
る
か
し
な
い
か
で
は
、“
人
生
に
お
け
る
モ
ノ
”

の
認
識
が
変
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。（
東
北
学
院
大
学
震
災
の
記
録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

二
〇
一
六　

六
頁
）

と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
の
学
生
の
発
言
に
は
、
近
代
思
想
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
て
き
た
霊
的
体
験
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
が
溢

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
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『
死
者
の
告
白
』
を
執
筆
し
た
作
家
奥
野
修
司
の
次
の
発
言
は
、
日
本
社
会
に
お
い
て
出
版
界
が
霊
的
体
験
を
語
る
こ
と
の
難
し
さ
を

示
し
て
い
る
。

　
　

�「
無
理
」
を
乗
り
越
え
、
新
著
を
世
に
出
し
た
。
証
言
者
は
限
ら
れ
、
検
証
も
で
き
な
い
「
憑
依
」
と
「
除
霊
」
の
話
で
「
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
を
書
く
人
は
絶
対
や
ら
な
い
」。
だ
が
、「
理
解
で
き
な
い
部
分
が
あ
っ
て
も
、
切
り
捨
て
て
は
い
け
な
い
」
と
の
思
い

を
貫
い
た
。（『
中
国
新
聞
』　
「
読
書
」　

二
〇
二
一
年
七
月
十
六
日
）

　

こ
の
事
情
は
、
出
版
界
に
限
ら
ず
テ
レ
ビ
業
界
で
も
同
じ
な
の
だ
ろ
う
。
今
村
翔
吾
（
作
家
）
は
、
昭
和
か
ら
平
成
の
頃
は
普
通
に
流

れ
て
い
た
怪
談
番
組
を
最
近
は
見
な
く
な
っ
た
が
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
厳
し
く
な
っ
た
今
、
な
か
な
か
そ
の
よ
う
な
も
の
は
流
せ

な
い
の
だ
ろ
う
」（『
毎
日
新
聞
』　
「
乱
読
御
免
」　

二
〇
二
三
年
七
月
十
六
日
）
と
語
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
「
二
〇
〇
七
年
二
月
、
全

国
霊
感
商
法
対
策
連
絡
弁
護
士
会
が
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
し
て
、
超
能
力
や
心
霊
現
象
を
取
り
上
げ
た
テ
レ
ビ
番
組
が

霊
感
商
法
に
よ
る
被
害
へ
の
素
地
に
な
っ
て
い
る
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘
し
、
番
組
内
容
の
見
直
し
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
て
い

る
」（
堀
江
宗
正　

二
〇
一
九　
『
ポ
ッ
プ
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』　

岩
波
書
店　

八
八
頁
）
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
、

三
木
大
雲
（
京
都
府
蓮
久
寺
住
職
）
の
『
怪
談
和
尚
の
京
都
怪
奇
譚
』
シ
リ
ー
ズ
（
文
春
文
庫　

既
刊
五
冊
）
が
健
闘
し
て
い
る
。

　

高
橋
原は
ら

（
東
北
大
学
大
学
院
）
と
堀
江
宗の
り

正ち
か

（
東
京
大
学
大
学
院
）
は
、『
死
者
の
力
』
で
「
東
北
被
災
地
域
に
お
け
る
心
霊
体
験
の

語
り
と
宗
教
者
に
よ
る
対
応
に
関
す
る
宗
教
学
的
研
究
」
を
課
題
と
し
て
い
る
が
、「
は
じ
め
に
」
の
中
で
、「
本
書
は
「
幽
霊
」
と
呼
ぶ

か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
死
者
の
霊
魂
が
存
在
す
る
か
否
か
と
い
う
判
断
に
は
踏
み
込
ま
な
い
」（
Ｘ
頁
）
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
ま
た

「
あ
と
が
き
に
代
え
て
」
の
中
で
、
霊
的
体
験
に
つ
い
て
「
霊
聴
だ
と
い
う
解
釈
も
、
幻
聴
だ
と
い
う
解
釈
も
、
私
は
退
け
な
い
」（
二
七

六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
書
の
第
四
章
「
共
同
体
の
力
」
の
中
で
、
堀
江
は
あ
る
事
例
に
つ
い
て
「
宗
教
学
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
多
く
の
僧
侶
は
霊

や
魂
の
実
在
に
つ
い
て
沈
黙
す
る
と
い
う
近
代
仏
教
の
立
場
を
守
ろ
う
と
す
る
」（
一
一
八
頁
）
と
指
摘
し
、
第
二
章
「
儀
礼
の
力
」
の
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中
で
高
橋
は
、
堀
江
の
研
究
を
も
と
に
、
僧
侶
の
発
言
の
根
拠
と
も
な
る
「
仏
教
教
団
の
霊
魂
観
」
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

　
　

�
天
台
宗
は
、
信
仰
の
場
と
し
て
葬
儀
を
意
義
の
あ
る
も
の
と
す
る
と
い
う
趣
旨
に
お
い
て
、
霊
魂
の
存
在
を
否
定
し
な
い
。
高
野
山

真
言
宗
は
、
教
義
と
し
て
は
霊
魂
よ
り
も
「
い
の
ち
」
を
強
調
す
る
が
、
少
な
く
と
も
一
般
向
け
の
説
明
と
し
て
は
霊
魂
に
肯
定
的

で
あ
る
。
浄
土
宗
は
、
特
に
霊
魂
を
否
定
せ
ず
、
生
命
主
義
と
両
立
さ
せ
て
い
る
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
は
、
は
っ
き
り
と
霊
魂
に

否
定
的
で
あ
る
。
真
宗
大
谷
派
は
、
諸
宗
派
の
中
で
も
っ
と
も
霊
魂
に
否
定
的
で
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
と
同
じ
く
、
浄
土
を
あ
る

種
の
心
理
状
態
と
し
て
と
ら
え
る
傾
向
が
強
い
。
臨
済
宗
（
妙
心
寺
派
）
で
は
「
典
型
的
な
生
命
主
義
」
の
立
場
か
ら
の
「
徹
底
し

た
霊
魂
否
定
論
」
が
目
立
つ
。
曹
洞
宗
は
、
宗
祖
道
元
の
教
え
に
基
づ
い
て
、
教
学
的
な
立
場
と
し
て
は
霊
魂
を
否
定
し
て
い
る
が
、

葬
式
仏
教
を
営
む
現
場
の
意
識
と
の
乖
離
へ
の
反
省
か
ら
、
霊
魂
否
定
論
の
見
直
し
の
声
も
出
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
、
曹
洞
宗
僧

侶
の
う
ち
、「
魂
は
存
在
し
な
い
」
と
考
え
る
僧
侶
が
七
・
五
％
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
調
査
報
告
も
あ
る
（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
）。
日
蓮
宗
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
先
祖
供
養
が
仏
教
思
想
に
結
合
し
て
い
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
霊
魂
の
存
在
を
容
認
し

て
い
る
。（
高
橋
・
堀
江　

二
〇
二
一　

四
十
二
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
現
在
の
日
本
仏
教
各
宗
の
霊
魂
観
は
、
宗
祖
が
「
法
華
経
の
仏
は
寿
命
無
量
常
住
不
滅
の
仏
な
り
。
禅
宗
は
滅
度
の
仏
と

見
る
」（『
立
正
観
抄
』　

定
遺
八
五
一
頁
）
と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
有
と
無
と
の
間
で
微
妙
な
変
化
を
奏
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し

て
い
る
。「
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
な
日
本
仏
教
」（
花
澤
茂
人　
『
毎
日
新
聞
』　

二
〇
二
三　

一
一
月
二
一
日　

九
面
）
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
仏
教
諸
宗
の
中
で
は
も
っ
と
も
霊
魂
に
否
定
的
な
浄
土
真
宗
大
谷
派
と
本
願
寺
派
で
も
霊
魂
を
容
認
す
る
僧
侶
は
い
る
。

た
と
え
ば
、
次
の
二
冊
で
あ
る
。

　
　

大
谷
暢
順　

二
〇
一
五　
『
人
間
は
死
ん
で
も
ま
た
生
き
続
け
る
』　

幻
冬
舎
新
書

　
　

釈　

徹
宗　

二
〇
一
五　
『
死
で
は
終
わ
ら
な
い
物
語
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
う
』　

文
藝
春
秋

　

釈
は
、「
あ
と
が
き
」
の
中
で
、「
や
は
り
仏
教
は
無
我
の
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
言
う
釈
の
発
言
に
対
し
、
大
村
英
昭
が
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「
あ
れ
？
キ
ミ
、
ま
だ
そ
ん
な
も
の
を
抱
え
て
い
る
の
？
ボ
ク
は
も
う
捨
て
た
よ
」
と
言
い
放
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
森
章し
ょ
う

司じ

（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
自
分
以
外
全
員
が
お
坊
さ
ん
（
十
五
人
）
の
同
窓
会
で
「
君
た
ち
は
死
後
と
か

輪
廻
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
」
と
聞
く
と
、

　
　

�

彼
ら
の
な
か
で
「
死
後
輪
廻
が
あ
る
と
思
う
」
と
言
う
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。（
略
）
お
葬
式
っ
て
い
う
の
は
死
ん
だ
人
の
た
め

じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
生
き
て
い
る
人
の
た
め
に
や
る
ん
だ
と
（
略
）
言
い
ま
す
。（
二
〇
二
〇　
『
死
後
、
輪
廻
は
あ
る
か
』　

恒
川
書

房　

二
七
頁
）

と
紹
介
し
て
い
る
。
現
代
の
僧
侶
の
多
く
が
霊
魂
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
当
然
社
会
の
人
々
は
そ
の
影
響
を
受
け
る
。

　

近
年
の
高
齢
者
が
「
霊
」
を
信
じ
ず
、
逆
に
若
い
者
の
方
が
信
じ
て
い
る
傾
向
に
つ
い
て
は
各
種
の
世
論
調
査
で
も
確
か
め
ら
れ
て
い

る
。（
堀
江
宗
正　

二
〇
一
九　
『
ポ
ッ
プ
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』　

岩
波
書
店　

三
四
頁
）　
（
竹
倉
史
人　

二
〇
二
二　
「
輪
廻
転
生

に
つ
い
て
」　
『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
六
号　

現
代
宗
教
研
究
所
）

　

私
が
興
味
を
覚
え
た
の
は
、
被
災
地
を
調
査
し
、
遺
族
や
宗
教
者
と
接
し
た
宗
教
学
者
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
堀
江
は
共
同

研
究
者
で
あ
る
高
橋
の
変
化
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

�

か
ね
て
よ
り
「
霊
な
ど
信
じ
な
い
」
と
い
う
態
度
だ
っ
た
高
橋
が
、「
最
近
、
霊
、
あ
る
い
は
死
者
を
存
在
論
的
に
語
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
よ
う
な
「
気
分
」
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と
言
い
出
し
た
。「
心
的
現
実
」
論
で
は
足
り
な
い
、
も
っ
と
リ
ア
ル
な
も

の
と
し
て
受
け
止
め
な
い
と
い
け
な
い
、
と
も
言
う
。（
高
橋
・
堀
江　

二
〇
二
一　

二
七
四
頁
）

　

ま
た
堀
江
自
身
、
自
分
が
経
験
し
た
霊
的
体
験
を
語
っ
て
い
る
。

　
　

�

近
く
に
誰
も
い
な
い
の
に
、
誰
か
が
話
を
し
て
い
る
声
が
聞
こ
え
る
。
辺
り
を
見
回
す
が
誰
も
い
な
い
。（
高
橋
・
堀
江　

二
〇
二

一　

二
七
六
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
自
己
の
霊
的
体
験
を
語
る
研
究
者
だ
か
ら
こ
そ
、
被
災
地
の
霊
的
体
験
を
収
集
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
堀
江
は
被
災
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地
の
人
々
の
次
の
よ
う
な
声
を
伝
え
て
い
る
。

　
　

�
回
答
者
た
ち
は
宗
教
者
を
単
な
る
儀
式
執
行
者
と
見
な
し
て
お
り
、
他
界
で
の
救
済
の
代
理
人
、
あ
る
い
は
自
分
た
ち
の
人
生
相
談

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
と
は
見
な
し
て
い
な
い
。（
略
）
霊
的
体
験
な
ど
は
、
近
所
の
目
が
あ
る
の
で
、
菩
提
寺
の
僧
侶
に
も
隣

人
に
も
決
し
て
話
せ
ず
、
第
三
者
で
あ
る
支
援
者
な
ら
話
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
高
橋
・
堀
江　

二
〇
二
一　

二
二
〇
頁
）

　

そ
の
た
め
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
七
年
、
東
日
本
大
震
災
第
七
回
忌
に
当
た
っ
て
開
催
し
た
第
十
八
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会
に

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
被
災
地
の
僧
侶
を
招
い
た
。
そ
の
と
き
、
私
は
「
開
催
趣
旨　

死
と
生
を
考
え

る
」
の
中
で
、「
霊
的
体
験
」
の
発
表
を
要
請
し
た
が
、
該
当
す
る
発
表
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
東
北
の
被
災
地
で
は
、
多
く

の
僧
侶
が
霊
的
現
象
に
接
し
、
供
養
・
鎮
魂
の
依
頼
に
応
じ
た
と
い
わ
れ
る
（
高
橋
・
堀
江　

二
〇
二
一　

二
十
五
頁
）。

　
「
被
災
地
で
の
霊
的
体
験
に
関
す
る
こ
の
種
の
調
査
は
、
霊
の
実
在
を
断
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
も
あ
る
」

（
高
橋
・
堀
江　

二
〇
二
一　

八
十
一
頁
）
と
い
う
堀
江
は
、『
死
者
の
力
』「
あ
と
が
き
に
代
え
て
」
を
次
の
よ
う
に
結
ぶ
。

　
　

��

こ
の
よ
う
な
話
が
普
通
に
話
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
私
の
願
い
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
は
、
死
者
だ
け
で
な
く
、
生
者
に

も
敬
意
が
払
わ
れ
る
、
風
通
し
と
居
心
地
の
よ
い
社
会
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
。（
高
橋
・
堀
江　

二
〇
二
一　

二
七
七
頁
）

　
「
こ
の
よ
う
な
話
」
と
は
、
他
界
の
存
在
を
前
提
と
し
た
会
話
で
あ
り
、
二
〇
一
九
年
の
第
五
十
二
回
中
央
教
化
研
究
会
議
で
講
演
し

た
カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
（
京
都
大
学
政
策
の
た
め
の
科
学
ユ
ニ
ッ
ト
特
任
教
授
）
が
語
っ
た
、「
仏
教
は
来
世
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し

て
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と
ば
を
、
人
々
が
受
け
容
れ
て
い
る
社
会
に
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
客
観

的
に
見
れ
ば
、
意
識
は
脳
に
の
み
存
在
す
る
と
は
限
ら
な
い
（
エ
ベ
ン
・
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー　

二
〇
一
八　
『
プ
ル
ー
フ
・
オ
ブ
・
ヘ
ブ

ン
』　
「
解
説　

他
界
の
証
拠　

カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
」　

ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
）」
と
考
え
て
い
る
人
々
の
い
る
社
会
で
あ
る
。

　

さ
て
、
私
は
ど
う
考
え
て
歩
め
ば
よ
い
の
か
。

　

被
災
地
を
調
査
し
た
堀
江
は
、
あ
る
神
道
系
宗
教
者
の
姿
の
中
に
、
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�

死
者
の
こ
と
を
考
え
、
今
だ
け
の
世
界
じ
ゃ
な
く
、
他
の
世
界
も
抱
え
て
生
き
て
い
る
（
略
）
魂
と
か
霊
に
接
す
る
と
い
う
か
、
正

面
か
ら
向
き
合
え
る
宗
教
者　
（
高
橋
・
堀
江　

二
〇
二
一　

一
六
八
〜
一
六
九
頁
）

を
発
見
す
る
。
堀
江
は
「
誰
も
が
そ
う
な
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
」（
同
）
と
評
す
る
が
、
今
日
の
死
者
儀
礼
が
「
救
済
宗
教
の
消
費
主
義
化
」

（
島
薗
進　

二
〇
二
二　
『
精
神
世
界
の
ゆ
く
え
』　

法
蔵
館　

四
六
七
頁　

東
京
堂
初
版
一
九
九
六
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
状
況
、
即
ち
、

堀
江
の
言
う
「
葬
式
仏
教
死
生
観
」（
高
橋
・
堀
江　

二
〇
二
一　

十
九
頁
）
の
形
骸
化
に
抗
し
、
私
は
霊
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
消
費
主
義
化
の
一
翼
を
に
な
う
私
た
ち
僧
侶
を
、
人
々
は
「
単
な
る
儀
式
執
行
者
」
と
見
て
い
る
と
い
う
が
、
本
来
、
葬
儀
や

施
餓
鬼
会
な
ど
の
仏
教
儀
礼
は
人
々
の
意
識
を
変
え
る
力
を
も
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

世
界
各
地
の
「
集
団
性
の
機
能
性
神
経
障
害
い
わ
ゆ
る
集
団
ヒ
ス
テ
リ
ー
（『
中
国
新
聞
』
二
〇
二
三
年
八
月
二
十
七
日　

書
評　

熊

代
亨
・
精
神
科
医
）
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
難
病
を
調
査
、
解
明
し
た
ス
ザ
ン
ヌ
・
オ
サ
リ
バ
ン
（
脳
神
経
科
医
）
は
、
信
仰
療
法
家
（
ヒ

ー
ラ
ー
）
の
力
を
、
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

　
　

�

病
の
儀
式
化
を
通
し
て
葛
藤
を
外
在
化
す
る
こ
と
の
利
点
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
上
に
宗
教
性
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）
の
価
値

に
つ
い
て
私
に
教
え
て
く
れ
た
。（
略
）
宗
教
的
信
念
が
（
人
々
）
を
結
束
さ
せ
、
回
復
を
促
進
す
る
協
力
的
な
環
境
を
生
み
出
し

て
い
る
こ
と
を
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。（
Ｓ
・
オ
サ
リ
バ
ン　

二
〇
二
三　
『
眠
り
つ
づ
け
る
少
女
た
ち
』　

紀
伊

国
屋
書
店　

四
一
九
頁
）

　

東
日
本
大
震
災
後
、
三
十
名
を
超
え
る
死
者
に
憑
依
さ
れ
た
二
十
代
の
女
性
を
除
霊
し
た
金
田
諦
應
（
曹
洞
宗
通
大
寺
住
職
）
の
儀
式

に
つ
い
て
、
作
家
奥
野
修
司
は
語
る
。

　
　

�

ま
ず
「
除
霊
」
の
儀
式
を
し
た
の
が
（
略
）
僕
が
信
頼
し
て
い
る
僧
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
儀
式
は
密
か
に
行
わ
れ
た
の

で
は
な
く
、
医
療
者
や
宗
教
者
な
ど
第
三
者
が
何
人
も
目
撃
し
て
お
り
、
儀
式
そ
の
も
の
に
も
加
わ
っ
て
き
た
。
彼
女
（
註　

三
〇
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人
の
霊
が
憑
依
し
た
ミ
デ
ィ
ア
ム
）
の
記
憶
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
検
査
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
時
起
き
た
現
象
は
「
事

実
」
で
あ
る
と
考
え
る
。（
奥
野　

二
〇
二
一　

五
頁
）

　

霊
的
現
象
と
い
わ
れ
る
も
の
が
、
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
、
医
療
、
そ
し
て
科
学
の
分
野
の
人
々
と
議
論
さ
れ
、
解
明
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
、
私
は
期
待
す
る
。

　

近
年
は
脳
神
経
科
学
の
分
野
か
ら
も
、
例
え
ば
、

　
　

�

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ニ
ュ
ー
バ
ー
グ
他　

二
〇
〇
三　
『
脳
は
い
か
に
し
て
〈
神
〉
を
見
る
か
』　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

　
　

�

ジ
ル
・
ボ
ル
ト
・
テ
イ
ラ
ー　

二
〇
一
二　
『
奇
跡
の
脳
』　

新
潮
文
庫

　
　

蘆
名
定
道
・
星
川
啓
慈
編　

二
〇
一
二　
『
脳
科
学
は
宗
教
を
解
明
で
き
る
か
？
』　

春
秋
社

等
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
、『「
日
本
心
霊
学
会
」
研
究
』（
栗
田
英
彦
編　

二
〇
二
二　

人
文
書
院
）
を
読
ん
だ
。
か
つ
て
、
同
社
の
『
実
存
主
義
と
は
何

か
』（
Ｊ
・
Ｐ
・
サ
ル
ト
ル
）
を
読
ん
だ
私
は
、
同
社
の
前
身
が
日
本
心
霊
学
会
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。
こ
の
本
の
「
あ
と
が
き
」

は
、
次
の
よ
う
な
文
章
の
引
用
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　
　

�

近
年
、
日
本
宗
教
史
の
研
究
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
る
。（
略
）
宗
教
史
的
事
実
の
位
置
付
け
に
一
定
の
「
偏
向
」
が
あ

る
こ
と
も
徐
々
に
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
近
代
主
義
的
な
「
宗
教
」
観
に
基
づ
く
事
例
の
取
捨
選
択
が
強
固
に
作
用

し
て
い
た
の
で
あ
る
。（
同
二
二
九
頁
）

　

す
な
わ
ち
、「
わ
た
し
は
こ
こ
に
い
る
」
と
い
う
ブ
ッ
ダ
の
声
を
聞
い
た
宗
教
的
体
験
を
、
私
は
近
代
主
義
の
「
バ
イ
ア
ス
」（
同
二
二

二
九
頁
）
に
よ
っ
て
否
定
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

�

意
識
と
は
（
略
）
す
べ
て
の
物
理
的
な
存
在
以
上
に
現
実
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
は
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
土
台
を

な
す
も
の
が
意
識
な
の
だ
。（
Ｅ
・
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー　

二
〇
一
八　

二
〇
一
頁
）
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私の出会った宗教的体験を考える（三原）

　
　

�

広
大
な
も
う
ひ
と
つ
の
宇
宙
は
決
し
て
“
遠
い
か
な
た
”
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。（
略
）
こ
の
場
所
に
存
在
し
て
い
る
。（
略
）
わ

れ
わ
れ
は
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
い
る
。（
同　

二
〇
九
頁
）

　

こ
れ
ら
の
体
験
は
、
科
学
者
に
よ
っ
て
「
量
子
力
学
に
よ
っ
て
擁
護
さ
れ
る
オ
カ
ル
ト
世
界
」（
榎
本
憲
男　

二
〇
二
三　
『
サ
イ
ケ
デ

リ
ッ
ク
・
マ
ウ
ン
テ
ン
』　

早
川
書
房　

四
一
〇
頁
）
と
批
判
さ
れ
る
。
し
か
し
、
カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
が
言
う
よ
う
に
「
他
界
の
証
拠
」

で
あ
る
と
す
る
と
、『
立
正
安
国
論
』
の
三
十
三
字
段
や
『
観
心
本
尊
抄
』
の
四
十
五
字
段
に
示
さ
れ
て
い
る
宗
祖
の
考
え
に
も
通
じ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
私
た
ち
自
身
の
宗
教
的
体
験
す
な
わ
ち
、
霊
、
あ
る
い
は
超
越
者
が
「
心
の
な
か
に
い
る
、
記

憶
の
な
か
に
い
る
と
す
る
心
理
主
義
的
態
度
─
心
理
的
死
後
観
」
に
対
し
て
、
近
現
代
の
人
々
が
否
定
し
て
き
た
「
文
字
通
り
に
霊
が

そ
こ
に
い
る
と
い
う
実
在
論
的
態
度
─
霊
的
死
後
観
」（
高
橋
・
堀
江　

二
〇
二
一　

一
一
一
頁
）
に
つ
い
て
深
い
関
心
を
も
ち
、
私

た
ち
の
宗
教
的
体
験
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
「
苦
悩
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
仏
教
界
が
必
ず

し
も
救
い
を
求
め
ら
れ
る
存
在
で
は
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
」（
花
澤　

二
〇
二
三
）
か
ら
で
あ
る
。




